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（５５）【意匠に係る物品の説明】本物品は、酸素を充填することによって内部空間を高気圧状態にするカプセ
ルである。利用者は、カプセル内部に配置されるベッドに寝ることで、高気圧の酸素を補給する。カプセルの胴
部に形成される出入口の内周壁側には、開閉可能なスライド式のドアが設置されている。カプセルの内周壁には
、長手方向に沿ってパイプ状のレールが２本設置されている。また、ドアの縁には略三日月形状の補強リブが固
定されており、この補強リブが上記レール上を移動することによってドアがカプセル長手方向にスライドする。
ドアを閉めた状態において、酸素充填により内圧が高まると、カプセルの内側に配置されるドアが、その圧力に
よってカプセルの出入口の周縁に押し付けられ、自動的に気密性が高められる。出入口は、カプセルの胴部の周
方向一方に多少傾いた状態で開口している。なお、カプセルの一方の端部中央に設置されているバルブは、カプ
セル内外双方から操作可能な緊急用の排気弁である。
（５５）【意匠の説明】カプセルの全長は２．３メートルであって、胴部分の直径は０．８メートルである。カ
プセル両端の部分球形状に突出した部分は透明であり、内部のベッドを覗き見ることができる。カプセルの胴部
分の出入口に設置されているドアは透明であり、閉めた状態でも内部のベッドを覗き見ることができる。ドアを
閉じた状態の参考斜視図及びドアを途中まで開けた状態の参考斜視図において、透明部分には円弧状の平行斜線
を施している。
【図面】
【ドアを閉じた状態の参考斜視図】


